
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、
何
ら
か
の
お
体
の
変
化
で
、
介
護
を
受
け
な

が
ら
生
活
し
て
い
く
必
要
が
出
て
き
た
時
に
、
今
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
、

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
業
所
で
す
。 

65
才
以
上
で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
、
ま
た
40
才
以
上
で
特
定
の
病

気
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
が
介
護
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
の
生
活
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
自
宅
に
伺
い
、
利
用
者

様
、
家
族
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

介
護
が
必
要
に
な
ら
れ
た
方
で
も
、
自
宅
で
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
を
作
成
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
等
）
や
、
行
政
と

の
連
絡
調
整
、
手
配
等
を
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

利
用
者
様
が
、
生
き
生
き
と
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に

関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

城
西
医
療
財
団
は
、
次
の
４
ヶ
所
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。 

『
松
本
西
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
』 

 
 

松
本
市
城
西 

１
－
５
－
１
６
（
城
西
病
院
内
） 

『
し
ろ
に
し
』 

 
 

松
本
市
城
西 

１
－
５
－
１
６
（
城
西
病
院
内
） 

『
と
よ
し
な
』 

 
 

安
曇
野
市
豊
科 

５
６
３
３
－
１
（
安
曇
野
メ
デ
ィ
ア
内
） 

『
し
ろ
う
ま
』 

 
 

北
安
曇
郡
白
馬
村
神
城
天
神
原
２
２
８
４
４
（
白
馬
メ
デ
ィ
ア
内
） 

 

ま
た
、
連
携
施
設
と
し
て 

『
安
曇
野
南
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
』
安
曇
野
市
三
郷
小
倉
６
０
７
９-

１(

介

護
老
人
福
祉
施
設
小
倉
メ
ナ
ー
内
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

右
記
５
ヶ
所
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
定
期
的
に
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
勉
強
会
、
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
お
り

ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
い
つ
で
も
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

介
護
の
事
で
何
か
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
事
で
も
結
構
で
す
の

で
、
遠
慮
せ
ず
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

● 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所  

『しろうま 』 『しろにし 』 『松本西介護相談センター 』 『とよしな 』 

『討論・医療と国防は国の礎』  
       山中昭栄 務台俊介 篠崎英夫 関  健 共著  定価1500円（税別） 
 

本書は、財団創立１２５周年を記念して行われた討論会を採録したものです。 

大震災の直後から国民の生命と財産を守る「医療」と「国防」の重要性の認識が高まってきた今、日本

が置かれている危機的状況を、この本を手にすることで多くの方々に共通の認識として理解していただけ

ればと思います。 
 

✽✽✽✽✽✽✽   ✽✽✽✽✽✽✽   ✽✽✽✽✽✽✽   ✽✽✽✽✽✽✽   ✽✽✽✽✽✽✽ 
 

『認知症 なぜこうなるの？ どうすればいいの？ 認知機能篇』 
                       岸川 雄介 著  定価800円（税別） 
 

認知症を臨床医として20数年間にわたり研究してきたミサトピア小倉病院 副院長の岸川医師が、認

知症をもう少し深く理解し、より良い対処方法を考えられるよう、症状別にわかり易く解説したハンド

ブックです。 
 
 

―――――――――――― お近くの書店にてお買い求めください。――――――――――――― 

SECとは、‘S 'Enterprise & Consulting の謂です。 

 ‘S 'は、社会医療法人 城西医療財団の事業を象徴するロゴです。 

各施設スタッフ 

第 232323号 

 城西医療財団 理念 
 

私達は、病める人、障碍を持つ人にいつも優しく、 

最良の医療サービス及び福祉サービスを一体的に提供する。 

また、心身の健康保持・増進を志向する人に最良の保健サービスを提供する。 

利用者を身体的、精神的、社会的、そして倫理的に診療し、 

科学的根拠に基づいた治療を行う。 

城西医療財団広報誌 

2012年11月25日発行 

●発 行 社会医療法人 城西医療財団 〒390-8648 長野県松本市城西1-5-16 ☎0263-33-6400 FAX0263-33-9920 

          ホームページ http://www.shironishi.or.jp 

●編集/発行者 広報文化委員会 

いつも優しく 

北安曇郡池田町の「七色大かえで」 



城西病院 小児科医師 石井 純子 

インフルエンザは、インフル

エンザウイルスが原因で起こる

病気です。 

 症状としては、突然に38～40

度の高熱が出るのが特徴で、さ

らに、倦怠感、筋肉痛、関節痛

などの全身症状も強く、これら

の激しい症状が通常5日間ほど

続きます。また、伝染性が非常

に強く、気管支炎や肺炎を併発

しやすく、重症化すると脳炎や

心不全をおこすこともあり、特

に高齢者や乳幼児は重症化しや

すいので注意が必要です。 

 日本では、毎年11月下旬から

12月上旬にインフルエンザの

シーズンが始まり、1～3月に

ピークを迎えて、4～5月にかけ

て患者数は減少します。気温が

低く乾燥した冬には空中を漂っ

ているウイルスが長生きするこ

とと、冷たい乾燥した空気によ

り私たちの鼻やのどの粘膜が

弱っているからです。 

 インフルエンザは患者さんの

くしゃみや咳、痰などで吐き出

される飛沫を介して感染し、潜

伏期間は1～3日です。 

 予防方法としては、人ごみで

のマスク、外出後の手洗いとう

がいと洗顔、適度な温度と湿度

を保つことが大切です。 

 最も確実な予防方法は予防接

種を受けることです。インフル

エンザワクチンを接種すること

により、成人の場合の発症予防

率は60～90％といわれていま

す。ワクチンを接種しても発症

してしまう方がいますが、ワク

チンを接種していれば、症状が

軽症ですむことが多いこともわ

かっています。ワクチンは接種

してから効果が出るまで1～4週

間かかるので、12月頃から流行

が始まると考えると11月中に接

種することが最善です。特に高

齢者や心臓や肺、腎臓に慢性の

病気をお持ちの方はなるべく早

めに受けることをお勧めしま

す。 

 インフルエンザの診断は近年

では迅速診断が可能になりまし

た。鼻の奥の粘膜や咽頭の粘膜

から粘液を採取し、15～20分ほ

どで診断が得られるようになり

ました。 

 治療方法は十分な体力があれ

ば自然に治りますが、合併症を

併発する危険を考え早めに医療

機関を受診するほうが良いと思

います。特に高齢者や慢性疾患

をお持ちの方は合併症を併発す

る頻度が高いのでぜひ受診をし

てください。 

 一般的には、できるだけ安静

にし、十分な睡眠と栄養をとっ

て、水分補充を十分行ってくだ

さい。室内の湿度は60～70％を

目安に加湿してください。 

解熱鎮痛剤に関しては、イン

フルエンザに使用することによ

り脳炎の頻度が高くなるという

報告があります。特に小児の場

合は安易な解熱鎮痛剤の使用は

控え、必ず使用可能な薬剤につ

いて医師や薬剤師に問い合わせ

てください。 

化学療法にはＡ型Ｂ型両方の

インフルエンザに効果のあるノ

イラミダーゼ阻害剤の吸入薬で

あるザナビル（商品名リレン

ザ）と経口薬であるリン酸オセ

ルタミビル（商品名タミフル）

があり、発症48時間以内に投与

開始すると効果が期待できま

す。また、近年長時間作用型ノ

イラミダーゼ阻害剤の吸入薬の

ラニナミビルオクタン酸エステ

ル水和物（商品名イナビル吸入

粉末剤）が発売され、単回吸入

でＡ型Ｂ型両方のインフルエン

ザに効果があります。 

  

‘‘Ｓ’ウェルネスクラブ神城Ｓ’ウェルネスクラブ神城  
■ ご意見・お問い合わせ先■ ご意見・お問い合わせ先 

   TEL：0261-75-7100 

ﾒｰﾙ：shirouma-info@shironishi.or.jp 
 

■ 城西医療財団ホームページ■ 城西医療財団ホームページ 

  http://www.shironishi.or.jp 

毎週金曜日、65才以上の村民

を対象に、体力・筋力の低下を

感じている方、身体を動かす機

会が減ってきた方、外出する機

会が減った方、運動機能以外で

も意欲が減退してきたと感じる

方など様々です。 

交通手段の無い方には、送迎

も行っています。期間は3ヶ

月。その後は卒業生として継続

可能です。スタッフも、ウェル

ネス会員の皆さんが、サポート

スタッフとして協力して下さ

り、お互いを支えていこうとい

う意識が、芽生える時間にも

なっているのではないかと感じ

ています。 

まだ、健康増進は余暇的な価

値観で、農作業を主に置くとい

うお話も強い地域です。運動機

能の維持、向上には適正な運動

も取り入れて、皆さんの前向き

に取り組む意欲の持続がなけれ

ば効果も一時的なものになって

しまいます。 

誰もが健康でありたい！と

願っていると思います。健康寿

命（介護を必要としないで元気

でいられる時期）を伸ばしてい

 皆さん、こんにちは。                               

‘Ｓ’ウェルネスクラブ神城の

施設をご紹介いたします。 

私 は、今 年 4 月 か ら‘Ｓ’

ウェルネスクラブ神城に赴任し

ました。宜しくお願い致しま

す。 

前任のトレーナーから引き継

ぎ、半年が経過致しました。白

馬・小谷地域の皆さんに、ご利

用しやすい、地域に根ざしたク

ラブにしていきたいと取り組ん

でいます。 

ウェルネスご利用の会員さん

の年齢層は幅広く、30才代か

らなんと 90 才の 方までが ト

レーニングルームをご利用され

ております。 

急速に進む高齢化、白馬村の

高齢化率も25％になるエリア

です。地域住民の横の繋がりを

根強く感じ、人が温かいと印象

をうける地域でもあります。 

‘Ｓ’ウェルネスクラブ神城

では、白馬村から委託され、介

護予防事業「まめった講座」を

行っています。 

 その講座について、ご紹介い

たします。 

くには、その方の意識を何処に

向け、身体的な変化、活動意欲

を低下させない取り組みに「ま

めった講座」、‘Ｓ’ウェルネ

スクラブ神城が地域の皆さんに

活用して頂ける場所になればと

思います。 

健康運動指導士 吉野 慎也 


